
新潟まんが事業協同組合「ガタまん」に所属。
イラストやマンガのご依頼をいただいて制作
しています。海洋生物や動植物が好きです。

作者： n e c o c o

秋葉区自治協議会かわら版34号

　令和６年新年早々能登半島地震で始まり、いまだに復旧さ
れない地域、家屋・避難所、いままで通りの生活もままなら
ない状況がつづいております。これからも公助・共助の力が
望まれております。
　身近なまちづくりや地域課題の解決のため、区民等と市と
の協働の要として、また、審議機関としての役割を担う自治
協議会。地域コミュニティ協議会等と協働して対応出来たの
か、災害対策・まちづくりに少しでも協力が出来たのか、自
治協議会委員の皆様と今年度の自治協議会提案事業の振り返
りができることに感謝をしております。
　今後とも、自治協議会提案事業など、自治協議会委員の活
動を区民の皆さまに精力的に伝えることができるようにした
いと思います。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　    広報部会長　森田 博 
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ホームページで
情報発信中！

かわら版や自治協議会活動についてのご意見、ホームページ
に掲載してほしい情報を募集しています。住所・氏名・連絡
先をご記入の上、下記自治協議会事務局宛てに郵送、FAX、
またはメールでお送り下さい。

〒956-8601　（住所記載不要）
秋葉区役所 地域総務課 企画担当
FAX / 0250-22-0228
メール / chiikisomu.a@city.niigata.lg.jp

このロゴマークは『楽しく秋葉区に住む』とい
うことで、家が微笑んでいるように「AKIHA」
の文字をタテに並べたものです。
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「アキハスムプロジェ
クト」のお揃いのポ
ロシャツを着用して、
秋葉区の PR をしな
がら活動しています。

ジチキョー1期目
趣味は野球と映画と歴史の話

【プロフィール】

編集後記 募集しています！

　令和５年７月から５ヶ月にわたり、地区ごとに３回ずつのワーショッ
プが開かれ、熱のこもった意見交換と議論が繰り広げられてきました。
これには、小中学生・高校生・大学生といった若者や、学校教職員・ＰＴＡ・
子育て中の親・自営業者・福祉関係者・会社経営者など多様な参加者が
交流し、知恵とアイデアを出し合うことで生活のニーズに即し、地域課
題の解決につながるアクションプランがまとめられました。
　令和６年２月４日に秋葉区文化会館で開催された「秋葉区感謝のつど
い」でおこなわれた全体発表会では、１１のコミュニティ協議会を代表
する発表者が登壇し、地区ごとに特色あるプランが報告されました。金
津地区の発表では、女子高校生の明るい声の説得力のあるスピーチに会
場は大きな拍手につつまれました。また、プランの一部を早くもスター
トさせた地区や実行委員会を立ち上げた地区なども見られ、実現に向け
ての本気度と熱量がひしひしと伝わってきました。
　新潟市にあって、「区民主動のまちづくり」は秋葉区ならではであり、
今年度スタートしたこの事業も秋葉区だからこそできる取組みです。こ
うして成った１１の未来図が持続可能なまちづくりに向けたリアルな道
しるべとなるよう、秋葉区自治協議会は令和６年度もコミュニティ未来
ビジョンを積極的に推進していきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＜中島 純　記＞

「コミュニティ未来ビジョンが発表されました！」

報告します！
REPORT

�

各部会の
活動を
報告します！

コミュニティ未来ビジョン部会

　令和５年度秋葉区自治協事業の目玉ともい
える「コミュニティ未来ビジョン」が作成さ
れました。これは令和 3 年度に秋葉区自治協
がおこなった秋葉区民幸福度調査の結果をふ
まえ、「新潟市総合計画 2030」、「秋葉区区ビ
ジョンまちづくり計画」を結びつけ、区内 11
あるコミュニティ協議会ごとに、5 年後、10
年後の未来図を創造しようとするプロジェク
トです。

秋葉区11地区「コミュニティ未来ビジョン」の概要は、新潟市秋葉区のＨＰより見ることができます。



　令和５年１０月１５日（日曜）に第２部会主
催の防災講演会が秋葉区文化会館で開催されま
した。当日は各方面での行事も多く、あいにく
の雨にも関わらず、多くの人から来ていただき
ました。
　第一部では、令和４年８月の関川村で水害を
経験され、避難対応の陣頭指揮をされた高田集
落区長の須貝秀夫様・早苗様ご夫妻を講師に、
自治協第２部会の青木部会長、大貫委員との対
談方式で行われました。

　「Akiha おとな大学」“花とみどりの講演会” が
１月１４日（日曜）に秋葉区文化会館で開催され
ました。

　「きらめきサポートプロジェクト」の採
択事業として、小須戸コミュニティ協議
会と共同で平成２８年度に「ひな・町屋
めぐり」としてスタート。秋葉区の初春
のイベントとして定着し、令和３年度か
らは、秋葉区内のすべてのコミュニティ
協議会が加わり、今の名称「秋葉区ひな・
お宝めぐり」となりました。
　年々参加数が増え、今年度は、区内
180以上の団体・個人の参加があり、秋
葉区内のコミュニティ協議会全体で、約
290個の吊るし飾りが飾られました。小
さな子どもから大人まで、心を込めて作
られた飾りは彩り豊かで感動的です。
　想像以上の綺麗さに写真を撮っている
方や、「うわぁ！」と思わず言ってしまう
方もいらっしゃいました。
                  
                           　＜藤村 靖子　記＞

第１部会では、本年度もきらめきサポートプロジェクトに
取り組みました。多くの応募をいただきましたが、その中
で次の５つの事業を採択し、きらめく秋葉区に向けて協働
で実施しました。

【今後の会議開催日程】
　●本会議　3月 19日（火）13:00～

秋葉区自治協議会では本会議、各部会を傍聴する
ことができます。定員10名。直接会場へどうぞ。

※秋葉区自治協議会の開催日、会場は当月の「あきは区役 
   所だより」をご確認ください。

毎月第２水曜日　12：00～
（再放送　第２水曜日と同じ週の土曜日9：00～）

自治協議会からのお知らせ ラジオ版「あきはくはつものがたり」

ラジオチャット
エフエムにいつ 
７６．１MHz

秋葉区自治協議会本会議の協議
内容をお知らせしています。
毎月第２金曜日　10:07～

秋葉区役所6階　601・602会議室

『クリック！秋葉区』内「自治通信」

「小須戸まちなか演奏会～町家とお寺と灯りと音楽」
（小須戸コミュニティ協議会）
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地元小学生が作った行灯を
灯し、お寺や町家で開催さ
れた夜のコンサート。地域
全体で創り上げた、温かみ
のある演奏会でした。

「聞き書き養成講座 
 ｰ国鉄と茶畑の歴史・文化を発掘するｰ」
（NPO法人はぐハグ）
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秋葉区のお茶と鉄道の歴史・文化に焦点を当て、対
話形式での記録を通じて地域の物語を紹介。参加者
には新たな発見が多く、大変好評でした。

アキハファミリーコンサート
 -AKIHA FUJIN ROCKFESTIVAL×DREAPYS-
（秋葉区ファミリーショー実行委員会）
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子どもから大人まで
楽しめる多彩なパ
フォーマンスが特徴。
歌やダンス、マジッ
クなど、家族連れに
喜ばれる内容でした。

秋葉湖周辺案内看板設置事業
（新津中央コミュニティ協議会）

04

地域の自然美を伝える案内看板を設置。
秋葉湖の魅力をより多くの人に伝えることが期待さ
れています。

「きらめきサポートプロジェクト」

報告します！
REPORT

�
第１部会

これらの事業は、それぞれ大変すばらしい事業で、秋葉区
のコミュニティと文化を豊かにし、地域住民の絆を深める
貴重な取り組みでした。
                                   　　　　　　 ＜小山 裕史　記＞

「防災講演会」

報告します！
REPORT

�
第2部会

　第二部では、防災アドバイザーの中村嘉紀様からトランペット演奏を聞きながら防犯の話を聴かせていただき、参加者も手
拍子や一緒に歌う等一体となった楽しい雰囲気の中で防犯意識の共有化がはかられました。
　講演後に実施した参加者アンケートでも、実際の体験談を聞いて参考になったと多く寄せられました。
　第２部会では、来年度も河川防災に係る講演会や地震被災地復興の取り組み状況視察等の事業を予定し、検討を進めています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜吉田 俊男　記＞

「秋葉区は植物の宝庫」

報告します！
REPORT

�
第3部会

「ひな・お宝めぐり」

報告します！
REPORT

�
ひな・お宝めぐり部会

　須貝区長からは、当時の避難指示の決定や発令、地域住民への情報伝達にかかる課題
やご苦労されたこと、普段からの防災訓練の取り組み等について、早苗様からは、避難
時での食事づくりや、高齢者や妊婦、障がい者など避難行動要支援者への対応、女性な
らではの悩み相談等について、現場体験を踏まえた貴重なお話をいただきました。

　新潟県立植物園友の会事務局長　伊藤泰師氏を講師として、植物を友達として考えれば身近な植物をもっと楽しめる事や、
希少な植物が絶滅危惧種に陥るのは、環境の変化や除草剤の使用など私たちの生活が深く関わっている事に思いを寄せる必要
がある事など興味深いお話を頂きました。
　また、新津高校理科部の生徒さんたちが取り組んでいる絶滅危惧種「ヒゴスミレ」の保護活動について報告があり、会場か
らは絶賛の声が聞かれました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ＜荒井 武雄　記＞

チョイ戦～「秋葉区」との出会いを通じて自分を知る～
（チョイ戦）
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大学生を中心に、高校生や
地域住民と共に、秋葉区の
理想を実現するための取り
組みです。若者たちの創造
的なアイデアが地域に新た
な風を吹き込んでいます。

小合地区コミュニティセンター

金津地区コミュニティセンター

荻川コミュニティセンター

新津地域交流センター

小須戸地区ふれあい会館

小須戸まちづくりセンター

新関コミュニティセンター

『練習風景』


